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　周西の丘小学校（６月 13 日）、八重原小学校（６月 28 日）及び小櫃小学校
（７月16日）の３年生（総勢157名）が、議場見学に訪れました。
　子ども達は初めて訪れる議場で、議員の定数、議会の役割や議場での審議に
ついて、学びました。
　また、市議会の雰囲気を感じてもらうために、実際に議席に着席してもらい、
質問の際には質問席に立ち「どうしたら議員になれるのか」など、子ども達か
ら活発な質問が行われました。

Kimitsu City Assembly News
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　第２回定例会は、５月３１日から６月２１日までの２２日　第２回定例会は、５月３１日から６月２１日までの２２日

間の会期で開かれました。間の会期で開かれました。

　今定例会では、初日に令和６年度君津市一般会計補　今定例会では、初日に令和６年度君津市一般会計補

正予算（第１号）及び議員提出の特別委員会設置に係る正予算（第１号）及び議員提出の特別委員会設置に係る

２議案を審議し、慎重審議の結果、いずれも原案のとお２議案を審議し、慎重審議の結果、いずれも原案のとお

り可決されました。り可決されました。

　また、最終日には君津市個人番号の利用に関する条例　また、最終日には君津市個人番号の利用に関する条例

の一部を改正する条例の制定など市長提出の１１議案、の一部を改正する条例の制定など市長提出の１１議案、

委員会提出の２議案、陳情２件を審議し、慎重審議の結委員会提出の２議案、陳情２件を審議し、慎重審議の結

果、いずれも原案のとおり可決・採択されました。果、いずれも原案のとおり可決・採択されました。

　一般質問では１３人が登壇し、市政運営等について、　一般質問では１３人が登壇し、市政運営等について、

活発な議論が展開されました。活発な議論が展開されました。

主 な 日 程主 な 日 程

 第２回定例会（５～６月）

５/31㈮
本会議（招集日）
諸般の報告・会期の決定
議案等の上程・議案の一部採決など

６/５㈬
本会議　一般質問

６㈭

７㈮
本会議
一般質問、追加議案の上程、
委員会付託

12㈬ 教育福祉常任委員会

13㈭ 総務常任委員会

14㈮ 建設経済常任委員会

21㈮
本会議（最終日）
委員長報告、質疑、討論、採決、追加議
案の審議など

議案１６件、陳情２件を議決議案１６件、陳情２件を議決

一般会計補正予算、 特別委員会の設置など一般会計補正予算、 特別委員会の設置など

令和令和６６年年

　新型コロナウイルスワクチ
ン接種事業について、ワクチン
接種による健康被害が出てい
ることから、接種事業を続ける
ことに関して強く反対する。

　キャッシュレス決済を通じた
消費喚起事業については、物価高
騰に対して市民の生活を支援す
るとともに消費喚起につながり、
効果があったものと理解する。
　また、事業の見直しによる支出
の削減、補助金や寄付金などを財
源とし、事業の充実を図る取組も
多くみられる。

本会議における主な討論本会議における主な討論
議案第１０号

賛成賛成反対

令
和
６
年
度

君
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(
第
２
号
)

第２回定例会のあらまし第２回定例会のあらまし
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新たに令和６年度個人住民税が非課税とな
る世帯及び均等割のみ課税となる世帯に対
し、１世帯当たり 10 万円を給付します。
また、当該世帯にいる 18 歳以下の子ども
１人当たり５万円を給付します。

寄附金を活用し、市内小中学校に遊具や教育振興
のための備品を購入するとともに、さかなクンとコラ
ボした「きみつ SDGs ×つながる山・川・海学習プ
ログラム」を行います。

新型コロナウイル
スワクチン定期接
種（原則 65 歳以
上）に必要な経費
を増額します。

低所得世帯物価高騰対応重点支援給付金
給付事業   成人感染症予防事業

保健福祉センター管理運営事業

定額減税調整給付金給付事業

校舎等維持補修事業

振興備品購入事業

きみつＳＤＧｓ
教育推進事業

1 億 7,782 万8千円 1 億 4,811 万5千円

今定例会では、今定例会では、 【議案第１号 ・ １０号～１２号】【議案第１号 ・ １０号～１２号】 君津市一般会計補正予算 （第１～４号） に係る君津市一般会計補正予算 （第１～４号） に係る

議案の審議を行いました。 主な事業は以下のとおりです。議案の審議を行いました。 主な事業は以下のとおりです。

主主なな事業事業をを紹介紹介しますします

令和
６年度 一 般 会 計 補 正 予 算

4,154 万 7 千円

6 億 3,581 万1千円

435 万 6 千円 

合計 1,031 万 3 千円

※寄附金額 1,000 万円

295 万 7 千円 

300 万円 

保健福祉センターふれあい館の空調設備（空
冷ヒートポンプチラー）が、故障したため修
繕します。

個人住民税・所得税から定額減税しきれない
と見込まれる方に、給付します。なお、定額
減税による個人市民税減収分については、地
方特例交付金により補填されます。
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出席議員全員が賛成した議案、陳情（全会一致）

議案番号 件　　　名

議案第1号 令和６年度君津市一般会計補正予算（第１号）

議案第２号 君津市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号 君津市専用水道の水道技術管理者の資格を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第４号 君津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５号 君津市福祉作業所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第６号 君津市国保診療所に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第７号 君津市税条例の一部を改正する条例についての専決処分の承認を求めることについて

議案第８号 君津市都市計画税条例の一部を改正する条例についての専決処分の承認を求めることについて

議案第９号 君津市国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての専決処分の承認を求めることについて

議案第１１号 令和６年度君津市一般会計補正予算（第３号）

議案第12号 令和６年度君津市一般会計補正予算（第４号）

◆市長提出議案

議案番号 件　　　名

発議案第２号 公共交通及び公共施設等調査特別委員会の設置について

発議案第３号 地域共生社会推進特別委員会の設置について

議案番号 件　　　名

発議案第４号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について

発議案第５号 国における２０２５年度教育予算拡充に関する意見書について

陳情番号 件　　　名

陳情第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書

陳情第２号 「国における２０２５年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書

◆議員提出議案

◆委員会提出議案

◆陳情

賛否の分かれた議案
◆市長提出議案

議
決
結
果

令和新政 創政会 きみつ未来 公明党 諸派 諸派
小
倉
　
靖
幸

小
倉
　
広
紀

大
和
ヒ
ロ
シ

天
笠
　
　
等

鶴
岡
　
一
成

奈
良
輪
政
五

三
浦
　
　
章

大
滝
　
浩
介

四
宮
　
安
彦

鈴
木
　
高
大

下
田
　
剣
吾

保
坂
　
好
一

高
橋
　
　
明

小
林
喜
久
男

滿
武
　
琢
也

石
上
　
　
塁

松
本
裕
次
郎

高
橋
　
健
治

佐
藤
　
葉
子

野
上
　
慎
治

三
浦
　
道
雄

林
　
　
祥
子

議案番号 件　　　名

議案第１０号 令和６年度君津市一般会計補正予
算（第２号）

○ 
可決

議  

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

※議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わっていません。 表の見方　　○：賛成　●：反対

君津市議会第２回定例会君津市議会第２回定例会  議案等の審議結果  議案等の審議結果令和６年
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•子育て環境の整備について
•より良い学校環境の整備について
•防災力の向上について
•有害鳥獣対策について
•市職員等の働き方について

•快適で安心して暮らせるまちについて
•誰もがいきいきと生活できる地

域共生のまちについて
•経済と環境が調和したまちについて
•デジタル化の進展について
•本市ならではの魅力や資源を活

かした誘客について
•ともに創る次世代につながるま

ちについて

•保育環境の充実について
•安全安心な住環境について
•安全で快適な道路環境について
•中学校の部活動について
•カーボンニュートラルの実現に

向けて

•住み続けられる君津市について
•JR久留里線及び沿線地域について

•住民の福祉をより豊かにするために
•子育てが日本一楽しいと思える

まち「きみつ」を目指して
•持続可能な公共交通を目指して
•誰もが安心して暮らせるまち
「きみつ」を目指して

•経済と環境が調和したまち

•防災減災対策について
•誰もが実感できるDXによる改

革について
•ごみの減量化の取組について
•道路整備について

•教育行政について
•安心して暮らせるまちについて

•地域共生社会の推進について
•こどもの孤立・不登校対策につ

いて
•空き公共施設の活用について

•市長公約について
•犯罪被害者の支援について
•経営改革について
•スポーツによる健康とにぎわい

の創出について
•消防団と家族を支援するために

•ファシリティマネジメントの推
進について

•行財政マネジメントについて
•文化振興について
•交通行政について
•道路行政について
•自治会活動について

•市内の産業廃棄物処分場について
•安心安全な食の取組について
•薬害がおきているワクチン接種

について•市長の政治姿勢について
•医療・福祉行政について
•環境行政について

•納税環境の整備について
•安心して暮らせるまちづくりに

ついて
•命を守る災害対策について

P.6

P.6

P.7

P.7

P.7

P.8

P.8

P.9

P.9

P.9

P.10

令和新政

令和新政

きみつ未来

創政会

創政会

公明党

創政会

公明党

創政会

令和新政

諸派・希望にみらい

諸派・日本共産党

公明党

小倉　広紀 小倉　広紀 議員

大和 ヒロシ 大和 ヒロシ 議員

石上　塁 石上　塁 議員

四宮　安彦 四宮　安彦 議員

大滝　浩介 大滝　浩介 議員

高橋　健治 高橋　健治 議員

保坂　好一 保坂　好一 議員

野上　慎治 野上　慎治 議員

下田　剣吾 下田　剣吾 議員

天笠　等 天笠　等 議員

林　祥子 林　祥子 議員

三浦　道雄 三浦　道雄 議員

佐藤　葉子 佐藤　葉子 議員

第２回定例会では、13 人の議員が一般質問を行いました。

各議員の質問の大綱については下記のとおりです（通告順）

マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています。

なお、掲載記事は、質問した議員自らの寄稿によるものです。

一 般
質 問 QQ＆＆AA

市政を問う！市政を問う！

P.6

P.8
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令
和
新
政

小お

倉ぐ
ら　

広ひ
ろ

紀き 

議
員

子
育
て
環
境
の
整
備

県
内
初
と
な
る
保
育
園
留
学
を
か
ず
さ
あ
け
ぼ
の

保
育
園
で
開
始
さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
の
実
績
及
び

利
用
者
の
声
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

受
入
れ
枠
の
拡
大
は
い
つ
頃
に
な
る
か
、
併
せ
て
伺
う
。

本
事
業
は
、
保
育
園
で
の
一
時
預
か
り
、
宿
泊
、
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
短

期
移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
野
菜
の
収
穫
体
験
や

自
家
製
ピ
ザ
窯
で
の
調
理
体
験
等
、
都
心
の
保
育
園
で
は

体
験
で
き
な
い
よ
う
な
活
動
を
提
供
し
て
い
る
。
利
用
実

績
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
３
組
の
ご
家
族
に
体
験
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
は
８
月
ま
で
に
予
約
上
限
に
近
い
７
組

の
受
入
れ
を
予
定
。
ま
た
、
新
た
に
清
和
こ
ど
も
園
で
の

受
入
れ
準
備
も
進
め
て
い
る
。

市
職
員
等
の
働
き
方

県
内
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
を
定
め
た
自
治
体

も
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
動
き
始
め
て
お

り
、
君
津
市
が
先
進
事
例
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
不
当
に

傷
つ
け
る
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
職

員
の
健
康
や
職
務
能
率
等
に
悪
影
響
を
与
え
、
職
場
の
士

気
や
秩
序
の
悪
化
を
招
き
、
ひ
い
て
は
公
務
の
信
頼
性
を

失
墜
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
25
年
４
月
よ
り
「
君
津

市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
程
」
に
基

づ
き
、
防
止
及
び
排
除
に
努
め
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に

利
用
者
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
幅
広
い
知
識
等
を
持
つ
介
護
支
援
専
門
員
の
存

在
が
欠
か
せ
な
い
が
、
業
務
や
資
格
更
新
の
負
担
が
重
く
、

人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
市
の
実
態
と
対
策
を
伺
う
。

本
市
に
所
在
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介
護
支

援
専
門
員
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
状
況
把
握
に
努
め
、
国
や
県
に
対
し
、
業
務
等
の

改
善
を
働
き
か
け
、
人
材
が
不
足
し
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
改
善

外
出
の
後
押
し
と
な
る
よ
う
、
一
度
の
乗
車
の
利
用

枚
数
制
限
を
撤
廃
し
な
い
か
伺
う
。

状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

市
役
所
窓
口
等
で
の「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」導
入
を

老
眼
鏡
の
設
置
と
と
も
に
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
が
自
治
体
や
金
融
機
関

で
広
が
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

窓
口
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ

う
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
す
る
。

福
祉
避
難
所
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
避
難
の
促
進

福
祉
避
難
所
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
と
と
も
に

直
接
避
難
を
促
進
す
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

個
別
避
難
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
等
を
通
じ
て
、
事
前
に

福
祉
避
難
所
ご
と
の
受
入
れ
対
象
者
の
調
整
を
行
う
。

Q

Q

Q

QQQ

A

A

A

AAA

令
和
新
政

大や
ま
と和　
ヒ
ロ
シ 

議
員

六
手・貞
元
線
の
小
さ
な
公
園
、
管
理
し
て
ま
す
？

現
在
放
置
さ
れ
た
状
態
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
現

在
の
管
理
状
況
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
道
六
手
・
貞
元
線
ほ
か
２
路
線
に
10
か
所
整
備
し

た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
、
完
成
後
、
地
元
住
民
や
団

体
等
が
維
持
管
理
し
て
い
た
が
、
現
在
は
管
理
団
体
が
解

散
し
、
職
員
が
草
刈
り
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
十
分

な
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
良
好
な
景
観
を
保
つ
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
な
ど
、

道
路
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
民
館
の
規
約
は
明
確
で
あ
る
べ
き

公
民
館
を
利
用
す
る
際
の
様
々
な
き
ま
り
。
そ
れ
ら

の
き
ま
り
に
は
明
確
な
規
約
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
た
め
、
対
応
す
る
職
員
に
よ
っ
て
対
応
が
異

な
る
こ
と
も
あ
り
、
誰
も
が
利
用
す
る
施
設
と
し
て
適
切

で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

公
民
館
の
利
用
規
程
に
は
社
会
教
育
法
や
君
津
市
公

民
館
規
則
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
全

公
民
館
で
協
議
し
、
貸
出
判
断
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
各

公
民
館
で
判
断
基
準
に
そ
ご
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
。
今
後
も
、
公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て
、
対
応
事
案
を

積
み
重
ね
、
各
公
民
館
や
館
内
職
員
で
共
有
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
統
一
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

QQ AA

公
明
党

佐さ

藤と
う　

葉よ
う

子こ 

議
員
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待
機
児
童
の
解
消
・
休
日
保
育
の
実
施

待
機
児
童
の
推
移
と
一
時
保
育
の
状
況
及
び
休
日

保
育
の
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

近
年
、
年
度
当
初
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
を
達
成
し
て

い
る
が
、
令
和
５
年
度
末
に
は
３
歳
未
満
の
低
年

齢
児
を
中
心
に
82
人
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
入
所
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
小
規
模
保
育
園
の
募
集
を
開
始
し
、

一
時
保
育
に
つ
い
て
も
、
対
応
を
８
園
か
ら
10
園
に
拡
充

し
た
。
ま
た
、
７
月
よ
り
市
内
初
の
休
日
保
育
を
み
ふ
ね

の
里
保
育
園
で
開
始
し
、
１
日
10
人
程
度
の
利
用
を
見
込

み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
導
入
に
よ
り
利
便
性
向
上

を
図
る
。

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
形
態
を
示
し
た
計
画
の

策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。　

計
画
策
定
は
し
て
い
な
い
が
、
市
道
塚
原
・
中
島
線
で

は
、
路
面
標
示
に
よ
り
自
転
車
通
行
空
間
を
整
備
し
、

今
後
、
１・5
ｍ
以
上
の
路
肩
を
有
す
る
路
線
に
つ
い
て
も

路
面
標
示
を
行
う
な
ど
道
路
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
試
験
運
用
に
よ
り
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
体
力
づ
く

り
を
目
指
し
、「
陸
上
競
技
」
を
12
月
か
ら
月
２
回
程
度
、

展
開
す
る
予
定
で
あ
り
、
指
導
者
や
活
動
場
所
、
日
程
な

ど
選
定
を
進
め
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
最
低
賃
金
の
上
昇
や

物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
適
切
な
運
営
管
理
に
は
雇

用
・
労
働
条
件
の
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。
「
賃
金
水
準

ス
ラ
イ
ド
」
を
用
い
、
年
度
毎
の
見
直
し
を
行
う
自
治
体

も
あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

指
定
管
理
料
は
、
施
設
の
運
営
基
準
、
職
員
配
置
、

過
去
の
実
績
等
を
十
分
に
精
査
し
、
査
定
し
て
い

る
。
想
定
の
範
囲
を
超
え
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
人

件
費
等
の
経
費
の
増
加
は
、
施
設
運
営
等
に
支
障
が
な
い

よ
う
必
要
に
応
じ
協
議
す
る
。

近
年
で
利
用
料
収
入
が
減
少
し
た
際
の
補
償
内
容

と
想
定
を
超
え
た
物
価
高
騰
等
へ
の
対
応
を
伺
う
。

基
本
的
に
は
期
間
中
の
指
定
管
理
料
は
変
更
し
な

い
が
、
令
和
３
年
度
に
２
施
設
で
、
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
市
か
ら
の
休
館
要
請
等
に
伴
う
、
利
用

料
収
入
の
補
償
を
行
っ
た
。
ま
た
、
想
定
を
超
え
た
変
化

に
よ
り
、
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
総
合
的

に
判
断
し
補
償
を
協
議
す
る
。

自
然
環
境
保
育
認
証
制
度
の
推
進

幼
児
期
に
お
け
る
自
然
と
の
関
わ
り
は
、
成
長
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
。
自
然
環
境
を
活
か
し
た
保
育

に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

自
然
環
境
保
育
認
証
制
度
は
、
本
市
の
保
育
方
針
に

合
致
し
、
保
育
環
境
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
他
の
公
立
園
で
も
取
得
を
目
指
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
強
化

自
由
で
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

歳
入
を
増
や
す
か
、
歳
出
を
減
ら
す
か
ど
ち
ら
し
か

な
い
と
考
え
る
。
歳
入
を
増
や
す
方
法
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
大
き
く
見
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
返

礼
品
掲
載
サ
イ
ト
の
拡
充
や
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

新
規
開
拓
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
本

市
の
多
く
の
特
産
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
庁
内
関
係
部
署
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充
実
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
独
自
財
源
の
確
保
や
地
域

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
当
該
制
度
を
最
大
限

に
活
用
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
株
式
取
得
に
つ
い
て
、
岡
山
県
の
真

庭
市
で
は
令
和
６
年
度
の
予
算
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
株

式
取
得
の
た
め
の
予
算
が
、約
一
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

資
産
対
利
益
が
15
％
を
超
え
る
エ
ク
セ
レ
ン
ト
（
優
良
）

企
業
の
株
式
の
取
得
を
、
資
産
の
持
ち
方
を
現
金
か
ら
株

式
に
変
え
る
こ
と
で
交
渉
力
は
上
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
場
で
の
上
場
株
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
価
格
変
動

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
金
を
扱
う
上
で
は
、
安
全
性

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A

A

創
政
会

大お
お

滝た
き　

浩こ
う

介す
け 

議
員

創
政
会

四し

宮み
や　

安や
す

彦ひ
こ 

議
員

き
み
つ
未
来

石い
し

上が
み　

塁る
い 

議
員
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保
護
者
か
ら
の
預
り
金
の
行
方

令
和
５
年
３
月
に
周
西
南
中
で
起
き
た
着
服
事
件

に
つ
い
て
、
市
民
の
税
金
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
状
況
を
報
告
す
べ
き
と
考
え
る
。
弁
護
士
と
の
話
合
い

や
警
察
関
係
へ
の
働
き
か
け
、
返
済
の
状
況
を
伺
う
。

着
服
行
為
を
行
っ
た
元
職
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
４

回
に
わ
た
り
、
計
16
万
円
の
返
済
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
元
職
員
の
破
産
手
続
き
開
始
通
知
書
が

６
月
３
日
に
千
葉
地
方
裁
判
所
木
更
津
支
部
よ
り
届
い
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
債
権
回
収
に
向
け
た
手
続
き
を
顧
問

弁
護
士
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

大
規
模
災
害
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
水
の
確
保

飲
み
水
を
備
蓄
し
て
い
る
家
庭
は
多
い
と
思
う
が
、

ト
イ
レ
な
ど
に
使
用
す
る
分
の
水
は
確
保
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
。
停
電
中
は
水
道
の
供
給
も
困
難
で
あ

り
、
防
災
井
戸
の
確
保
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。市

民
の
皆
様
に
は
、
最
低
一
人
、
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

の
飲
料
水
を
３
日
か
ら
１
週
間
分
程
度
、
備
蓄
す
る

と
と
も
に
、
ト
イ
レ
な
ど
で
使
用
す
る
生
活
用
水
に
つ
い

て
も
確
保
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
市
内
５
か
所
に
防
災

井
戸
を
整
備
し
て
い
る
が
、
市
内
全
域
を
賄
う
十
分
な
量

を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
個
人
等
が
所
有

し
て
い
る
井
戸
を
大
規
模
災
害
時
に
、
地
域
の
方
の
生
活

用
水
と
し
て
提
供
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
組
を
進
め
て
い

く
。

君
津
市
防
災
ア
プ
リ

防
災
ア
プ
リ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
す
こ
と
は
可

能
か
伺
う
。

利
用
者
の
満
足
度
や
意
見
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画

食
育
の
観
点
か
ら
給
食
の
食
べ
残
し
な
ど
、
学
校
に

お
い
て
も
食
品
ロ
ス
削
減
は
大
事
な
こ
と
と
考
え
る
。

教
育
現
場
で
の
食
品
ロ
ス
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

授
業
で
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
取
上
げ
、
問
題
点
、
環

境
へ
の
影
響
、
削
減
へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
調
理
実
習
の
際
に
出
た
生
ご
み

を
計
量
す
る
な
ど
、
興
味
や
関
心
を
引
き
出
す
よ
う
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
合
同
生
徒
会
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
学
校
で
生
徒
会

が
中
心
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

国
道
４
１
０
号

国
道
４
１
０
号
久
留
里
馬
来
田
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開

始
に
よ
り
、
俵
田
地
先
か
ら
久
留
里
市
場
地
先
間
が
、

県
か
ら
本
市
へ
移
管
さ
れ
る
が
、
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。県

が
舗
装
や
区
画
線
の
引
き
直
し
に
向
け
設
計
を
進

め
て
お
り
、
本
年
度
中
に
補
修
工
事
が
完
了
す
る
見

込
み
で
、
工
事
完
了
後
に
移
管
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢

重
点
的
取
組
と
し
て
子
育
て
、
教
育
、
住
ま
い
に
資

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
取
組
状
況
を
伺
う
。

み
ふ
ね
の
里
保
育
園
を
開
園
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
７
月

か
ら
の
休
日
保
育
の
開
始
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
沿
線
地
域
交
通
検
討
会
議
で
の
市
の

立
ち
位
置
と
会
議
に
臨
ん
で
い
る
政
治
姿
勢
を
伺
う
。

地
域
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
公
共
交
通
が
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
か
、
引
き
続
き
丁
寧
に
議
論
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
皆
様
の
久
留
里
線
に
対
す
る
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

久
留
里
線
を
利
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

沿
線
の
活
性
化
は
重
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
や
千
葉
県
等

を
含
め
活
性
化
協
議
会
を
構
成
し
、
沿
線
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
は
、
市
長
の
決
断
で
実
現
可
能

と
思
う
が
、
な
ぜ
決
断
で
き
な
い
の
か
本
意
を
伺
う
。

教
育
施
策
は
自
治
体
間
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
の
財
源
と
制
度
設
計
に
よ
り
取
り
組
む
べ
き
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

新
井
総
合
施
設
株
式
会
社
の
動
向

第
３
の
２
の
２
処
分
場
が
間
も
な
く
供
用
開
始
と
聞

く
が
第
３
期
処
分
場
全
体
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

第
３
期
増
設
事
業
は
、
第
３
の
２
の
２
処
分
場
の
建

設
工
事
が
終
了
し
、
当
該
事
業
す
べ
て
の
完
了
は
年

内
を
目
途
と
し
て
い
る
。

Q

Q

Q

Q

QQ

QQQQ A

A

AA

A

A

AAAA

諸
派
・
日
本
共
産
党

三み

浦う
ら　

道み
ち

雄お 

議
員

公
明
党

高た
か

橋は
し　

健け
ん

治じ 

議
員

保ほ

坂さ
か　

好よ
し

一か
ず 

議
員

創
政
会
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創
政
会

下し
も

田だ　
剣け

ん

吾ご 

議
員

高
齢
者
、
若
者
が
運
動
を
楽
し
む
場
所
守
っ
て

児
童
福
祉
施
設
を
誘
致
す
る
た
め
、
貞
元
仮
運
動
場

で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
き
た
市
民
の
皆
様
が
困
っ
て
い

る
。
ま
た
君
津
中
央
公
園
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
を
や
り
た
い
市
民
が
増
え
混
乱
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
き
ち
ん
と
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

君
津
中
央
公
園
は
ル
ー
ル
の
周
知
や
注
意
喚
起
を
強

化
す
る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
行
う
場
所
に
つ
い

て
は
内
み
の
わ
運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で
検
討
す

る
。
貞
元
仮
運
動
場
は
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
誘
致
の

た
め
５
月
で
利
用
停
止
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
な
ど
８
団
体
は
市
内
外
の
場
所
を
確
保
し
、
グ
ラ
ウ
ン

ド・ゴ
ル
フ
の
団
体
は
現
在
、代
替
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。

利
用
者
が
市
外
に
行
く
こ
と
、
早
い
利
用
停
止
は
納

得
で
き
な
い
。
工
夫
す
れ
ば
高
齢
者
の
方
の
毎
日
、

毎
週
の
楽
し
み
を
一
年
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。

内
み
の
わ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
５
年
後
、
そ
れ
ま
で
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
を
や
り
た
い
方
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
伺
う
。

そ
う
し
た
市
民
が
増
え
て
い
る
の
は
認
識
し
て
い

る
が
、
今
は
、
安
全
に
で
き
る
公
共
施
設
が
な
い
。

大
手
民
間
企
業
で
活
躍
し
た
人
材
を
採
用

大
手
民
間
企
業
で
活
躍
し
た
人
材
を
採
用
し
本
市
の

魅
力
の
広
報
・
宣
伝
を
進
め
て
い
る
が
成
果
を
伺
う
。

大
手
広
告
会
社
の
第
一
線
で
活
躍
し
、
京
都
府
亀
岡

市
で
行
政
経
験
を
積
ん
だ
人
材
を
令
和
５
年
度
に

採
用
。
さ
か
な
ク
ン
と
市
長
の
対
談
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

ふ
る
さ
と
納
税
強
化
や
職
員
研
修
等
も
指
導
し
て
い
る
。

神
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

神
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
12
年
度
ま

で
に
除
却
す
る
方
針
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

経
過
及
び
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
の
皆
様
か
ら
は
、
温
泉
施
設
の
存
続
を
求
め
る

声
が
多
く
、
改
め
て
こ
の
温
泉
施
設
が
神
門
地
区
の

大
切
な
財
産
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
温
泉
施
設
を
幅

広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
を
実
施
し
て
、
質
、
量
、
財
政
負
担
の
最
適
化
を

図
り
つ
つ
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、
存
続
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

神
門
地
区
の
生
活
道
路
の
整
備

神
門
地
区
の
近
年
の
道
路
整
備
状
況
及
び
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

狭
隘
な
生
活
道
路
28
路
線
の
幅
員
を
４
メ
ー
ト
ル
に

拡
幅
す
る
事
業
と
し
て
令
和
４
年
度
ま
で
に
４
路
線

が
完
了
し
、
本
年
度
か
ら
、
３
路
線
の
路
線
測
量
、
詳
細

設
計
業
務
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
、
自
治
会
と
協
議
の

上
、
順
次
整
備
を
進
め
て
い
く
。

文
化
振
興

彩
り
豊
か
な
芸
術
・
文
化
を
身
近
に
感
じ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
、
８
万
余
の
市
民
が
輝
き
、
幸
せ
つ
な
ぐ

君
津
市
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

幅
広
い
年
代
の
市
民
が
文
化
・
芸
術
活
動
に
参
加
で

き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市
民
団
体
の
活
動
支
援

の
ほ
か
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
本
市
の
文
化
資
源
で
あ
る
松
本
ピ
ア

ノ
を
活
用
し
た
事
業
、
映
画
、
落
語
、
演
劇
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
今
後
も
展
開
し
て
い
く
。

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
改
善
を
！

利
用
者
の
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
利
便
性

を
高
め
、
利
用
者
増
加
に
つ
な
が
る
。
学
校
評
議
会

の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
の
は
い
か
が
か
、見
解
を
伺
う
。

様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
再
編
な
ど
に
取
り
組
む
際
に

は
、
住
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

ご
み
の
戸
別
収
集
を
し
た
場
合
の
費
用
に
つ
い
て
伺
う

ご
み
の
戸
別
収
集
に
よ
り
、
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
が

向
上
し
、
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
っ
た
な
ど
の
声
も
あ

る
。
戸
別
収
集
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
外
の
自
治
体
の
事
例
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
移

行
前
と
比
べ
、
二
倍
か
ら
五
倍
の
経
費
と
な
り
、
二

倍
に
な
る
と
仮
定
す
る
と
、
約
七
億
二
千
万
円
と
な
る
。

旧
周
西
幼
稚
園
・
旧
大
和
田
小
学
校
の
有
効
活
用
を
！

旧
周
西
幼
稚
園
は
、
未
だ
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
周
西
の
丘
小
学
校
の
移
転
に
よ
り
空
き
校
舎
が

生
じ
る
が
、
両
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

旧
周
西
幼
稚
園
は
、
土
地
の
権
利
関
係
の
整
理
や
市

場
調
査
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
利
活

用
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
来
年
度
に
公
募
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
空
き
校
舎
に
つ
い
て
も
、
来
年

度
の
公
募
を
見
据
え
取
り
組
む
。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

QQ A

A

A

A

A

A

A

AA

公
明
党

野の

上が
み　

慎し
ん

治じ 

議
員

令
和
新
政

天あ
ま
　
が
さ笠　
等ひ

と
し 

議
員
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諸
派
・
希
望
に
み
ら
い

林は
や
し　

祥さ
ち

子こ 

議
員

市
内
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場

多
く
の
市
民
が
新
井
総
合
施
設
株
式
会
社
と
環
境
協

定
を
締
結
し
て
、
君
津
市
が
本
件
処
分
場
の
問
題
解

決
に
向
け
、
努
力
し
て
い
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
を
望
ん
で

い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
及
び
市
議
会
で
は
、
水
源
地
に
立
地
し
て
い
る
同

社
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
第
１
期
処
分
場
か
ら
一
貫

し
て
反
対
の
姿
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
協
定
は
締
結

し
て
い
な
い
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
給
食
の
た
め
、
ま
ず
は

味
噌
や
醤
油
な
ど
の
調
味
料
を
国
産
の
昔
な
が
ら
の

製
法
の
も
の
に
し
て
欲
し
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

調
味
料
は
国
内
製
造
品
を
優
先
し
、
地
元
産
の
大
豆

を
原
材
料
と
し
た
従
来
の
製
法
に
よ
る
味
噌
も
使
用

し
て
い
る
。
今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
給
食
提
供
に
努
め

て
い
く
。

薬
害
が
起
き
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

２
０
２
４
年
４
月
17
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
健
康
被
害
を
受
け
た
方
の
国
へ
の
集
団
訴
訟
が

始
ま
っ
た
が
、
本
市
で
の
健
康
被
害
相
談
件
数
に
つ
い
て

伺
う
。国

の
健
康
被
害
救
済
制
度
の
申
請
件
数
は
、
全
国
で

１
万
１
，
１
３
４
件
、
そ
の
う
ち
認
定
件
数
は
７
，

３
５
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
申
請
件
数
が
10
件
、

認
定
件
数
は
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

QQQ AAA

　令和６年第２回定例会招集日（５月３１日）に、公共交通及び公共施設等調査特別委員会・地域共生社
会推進特別委員会の設置について、それぞれ議員発議により議案が提出され、全会一致で可決されました。

▼設置の目的
　公共交通は市民の重要な移動手段であり、便利
で賑わいのあるまちづくりに欠かせないため、各交
通モードの利便性の向上を図るとともに、社会情勢
の変化に対応した持続可能な交通体系を構築するこ
とが重要です。
　また、公共施設の再整備にあたっては、市民ニー
ズを的確に捉えるとともに、より効率的に整備を進
められるよう、民間活力の導入や建設手法等につい
て、議会としても調査研究を進める必要があります。
　以上のことから、持続可能な公共交通体系の構
築及び公共施設の再整備等について調査研究を行
うことを目的として設置しました。
▼調査事項
（１）持続可能な公共交通体系の構築に関する事項
（２）公共施設の再整備等に関する事項

◎石上　　塁　　○保坂　好一　　・滿武　琢也
・天笠　　等　　・四宮　安彦　　・鶴岡　一成
・鈴木　高大　　・佐藤　葉子　　・三浦　道雄
・高橋　　明　　・三浦　　章

特別委員会を設置しました

公共交通及び公共施設等調査
特別委員会 発議案第２号

地域共生社会推進
特別委員会 発議案第３号

委員名簿（定数11人） ◎委員長　○副委員長 ◎委員長　○副委員長

▼設置の目的
　少子化や社会構造の変化により、これまで地域の
相互扶助や家族同士により行われてきた助け合いの
関係性が薄れ、ひきこもりやひとり暮らしの高齢者の
孤立化、生きがいの喪失などが課題となっています。
　また、人々が抱える生活課題は多様化・複雑化して
おり、分野ごとに縦割りで整備された公的支援制度
の下では対応が困難なケースが現れています。
　地域共生社会の実現には、公的支援の「縦割り」か
ら「丸ごと」への転換や支援を受ける側を支援する側
に育てるといった発想の転換が必要であるが、その
理念が十分浸透しているとは言い難く、理解を深め
ながら実現に向けた取組を行っていく必要があると
考えられます。
　以上のことから、地域共生社会の推進について調
査研究を行うことを目的として設置しました。
▼調査事項
地域共生社会推進に向けた取組等に関する事項

◎野上　慎治　　○松本裕次郎　　・林　　祥子
・小倉　広紀　　・大和ヒロシ　　・大滝　浩介
・高橋　健治　　・奈良輪政五　　・下田　剣吾
・小林喜久男

委員名簿（定数10人）

Topics
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各常任委員会では、付託された議案をそれぞれ審査しました。

審査概要は次のとおりです。※議案名は、議案の審議結果（４ページ）を参照してください。委委 会会 のの 焦 点員員

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

審
査
案
件
（
議
案
第
２
号
、

議
案
第
３
号
、
議
案
第
６
号

か
ら
議
案
第
10
号
）

（
内
容
）
国
保
松
丘
診
療
所

及
び
国
保
笹
診
療
所
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

問　
土
曜
日
が
休
診
日
と
な

る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
へ
の

影
響
を
伺
う
。

答　

松
丘
診
療
所
に
つ
い
て

は
、
土
曜
日
の
利
用
者
が
一

日
あ
た
り
平
均
10
名
程
度

と
平
日
の
半
数
程
度
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
影
響
は
少

な
い
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

の
際
に
は
、
土
曜
日
が
休
診

日
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
早

め
に
周
知
し
て
い
く
。
（
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

審
査
案
件
（
議
案
第
４
号
、

議
案
第
５
号
、
議
案
第
10
号
、

議
案
第
11
号
、
陳
情
第
１
号
、

陳
情
第
２
号
）

（
内
容
）
法
改
正
に
伴
い
、

小
規
模
保
育
事
業
所
等
の
保

育
士
及
び
保
育
従
事
者
の
配

置
基
準
を
改
め
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問　
小
規
模
保
育
事
業
に
お

け
る
３
歳
以
上
の
児
童
の
受

入
れ
に
関
す
る
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

小
規
模
保
育
事
業
所
は

２
歳
以
下
に
特
化
し
た
保
育

で
、
施
設
規
模
も
小
さ
く
、

ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
園
庭
や

遊
戯
室
が
な
い
。
ま
た
、
３

歳
以
上
の
児
童
と
は
発
達
の

段
階
に
よ
り
保
育
の
内
容
が

審
査
案
件
（
議
案
第
10
号
）

問　
水
上
ス
キ
ー
体
験
教
室

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

水
上
ス
キ
ー
の
選
手
等

が
指
導
者
と
な
り
、
水
上
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
水
に
親
し

む
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
、

貞
元
小
学
校
の
３
年
生
以
上

の
希
望
す
る
児
童
を
対
象
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

と
決
定
）

　
問　
事
業
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
店
舗

数
は
、
前
回
の
令
和
４
年

度
か
ら
１
３
０
店
舗
以
上

増
え
、
７
６
７
店
舗
と
な

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

利
用
額
は
、
実
施
前
の
月
が

約
２
億
３
千
万
円
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
実
施
月
は
約

４
億
５
千
万
円
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
約
２
億
２
千
万
円

の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。

問　
購
入
を
予
定
す
る
資
機

材
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

君
津
中
学
校
内
に
コ
ン

テ
ナ
式
の
防
災
倉
庫
を
新
た

に
設
置
し
、
発
電
機
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
投
光
器
及
び
コ
ー
ド
リ
ー

ル
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
）

大
き
く
異
な
る
こ
と
な
ど
を

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
）

問　
設
置
す
る
遊
具
や
学
校

な
ど
の
選
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
５
年
度
に
採
納
し

た
寄
附
金
を
活
用
し
、
ブ
ラ

ン
コ
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
小
学
校
、
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
は
活

動
の
頻
度
や
劣
化
度
合
い
な

ど
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

に
つ
い
て
も
劣
化
度
合
い
か

ら
優
先
度
の
高
い
学
校
を
選

定
し
た
。

（
全
会
一
致

で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決

定
）

問　
本
事
業
の
予
算
の
使
途

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

着
替
え
や
休
憩
の
た
め

の
プ
レ
ハ
ブ
施
設
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
購
入
、
指
導
員
の
増
員
等

を
予
定
し
て
い
る
。

問　
補
助
を
行
う
施
設
の
概

要
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
事
業
は
、
高
齢
者
や

女
性
等
を
含
め
た
多
様
な
農

業
従
事
者
の
確
保
の
た
め
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
に
対
し
て
、
県
が
補
助
す

る
も
の
で
、
本
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
外
国
人
を
雇
用

す
る
た
め
の
居
住
施
設
を
予

定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
）

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

議
案
第
６
号

国
保
診
療
所
に

関
す
る
条
例
の
改
正

議
案
第
10
号
（
補
正
予
算
）

教
育
費

議
案
第
10
号
（
補
正
予
算
）

郡
ダ
ム
湖
面
活
用

推
進
事
業

議
案
第
10
号
（
補
正
予
算
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
通
じ
た

消
費
喚
起
事
業

議
案
第
４
号

家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
条
例
の
改
正

防
災
倉
庫
整
備
事
業

農
業
雇
用
労
働
力

対
策
就
業
環
境
整

備
事
業

下田剣吾委員長

高橋健治委員長

鈴木高大委員長
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議会本会議を配信しています！
本会議のライブ配信・録画配信を行っています。また、本会議の翌日（土日祝日を除く）
に速報版として無編集の録画映像を見ることができます。ぜひご視聴ください。
配信内容　定例会及び臨時会の本会議
注　　意　速報版は無編集の映像となっています。本会議後おおむね7日以内に議事日程や一般質問の議員ごとに
　　　　　編集した映像への切り替えを行います。
　　　　　配信内容は公式記録ではありません。視聴の際は、配信ページ内の注意事項を必ず確認してください。
アクセス方法　①君津市議会ホームページの左下にある「インターネット中継」をクリック
　　　　　②左側に「本会議ライブ中継」「本会議録画配信」等のメニューが表示されますので、視聴したいページを選択し、ご視聴ください。

6月29日

行政視察で本市を訪問

第45回千葉県消防協会
君津支部消防操法大会
　君津市の代表分団として、第３分団（ポンプ車の部）
と第 32 分団（小型ポンプの部）が出場し、日頃の訓
練の成果を披露し、大会ではどちらの分団も優秀賞に
輝きました。
　市議会からは、小倉議長をはじめ、関係市議会議員
が出席しました。

　職員自らがドローンを操縦し、橋梁点検を行う
ことで予算の縮減、橋梁の健全性を判断する先
進的な取組である「君津モデル」を調査するため
に本市を訪れ、職員からの事業説明の後、実際
に橋梁点検の様子を見学されました。
   ５月16 日　栃木県さくら市
　７月 9 日　大分県佐伯市

栃木県さくら市

　永年にわたり、
地方自治の発展と
市政の進展に貢献
され、君津市議会
の正副議長として
４年間ご尽力され
た三浦   章  議員
が表彰を受けられ
ました。

全国市議会議長会
　　永年在職議員表彰

【正副議長  ４年以上  一般表彰】  三浦　章 議員

きみつ市議会だより編集委員

●委  員  長／高橋　明　●副委員長／下田 剣吾
●委　   員／高橋 健治　 鈴木 高大 　奈良輪 政五

●発行／令和６年８月１日
●編集／きみつ市議会だより編集委員会　
            〒299‐1192 君津市久保2‐13‐1　君津市議会事務局
●TEL　0439‐56‐1497
●URL　https://www.city.kimitsu.lg.jp/site/gikai/

令和６年 第３回定例会　９月３日（火）　開会予定です

☆スマホ・タブレットからも
　ご視聴いただけます。
通信費は利用者の負担に
なります。

議会配信は
こちらから


